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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月14日(2008.7.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生物学的粒子を含む液体のフローに光を当て、該生物学的粒子からの光を検出して、該
生物学的粒子の生物学的情報を取得する装置であって、
　上記生物学的粒子からの光を検出する光検出部と、
　上記フローに振動を与える振動発生器と、
　上記フローとこのフローから分離した液滴を撮像する固定撮影部と、
　上記撮影部で撮影された画像を利用して、ブレークオフポイントとこれに最も近い液滴
との間に形成された、液滴より小さいサテライトドロップの大きさを検出する手段と、
　上記サテライトドロップの大きさに応じて上記振動発生器の振動の大きさを制御する手
段を備えたことを特徴とする装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置であって、
　上記検出手段は、サテライトドロップのフロー方向に沿った長さを検出することを特徴
とする装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の装置であって、
　上記制御手段は、検出された長さに応じて上記振動の大きさを制御することを特徴とす
る装置。
【請求項４】
　請求項２に記載の装置であって、
　上記制御手段は、サテライトドロップの長さが一定となるように、検出された長さに応
じて上記振動発生器に印加する電圧を制御することにより上記振動の大きさを制御するこ
とを特徴とする装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の装置であって、
　上記制御手段は、上記振動発生器に印加する電圧を制御することにより上記フローに与
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える振動の大きさを制御することを特徴とする装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の装置であって、
　上記生物学的粒子を所定の間隔をあけて配置した液体のフローを形成する流路形成部と
、
　上記流路形成部を含む層流形成容器と、
　上記層流形成容器に供給されるサンプル液を収容する第１の容器と、
　上記層流形成容器に供給されるシース液を収容する第２の容器と、
　第１の容器に第１の圧力を供給する第１の圧力源と、
　第２の容器に第２の圧力を供給する第２の圧力源と、
　上記第１および第２の容器と連通し、第１の圧力が第２の圧力より所定の圧力差だけ大
きくなるように第１の圧力を調整する圧力制御部とを備えたことを特徴とする装置。
【請求項７】
　生物学的粒子を含む液体のフローに光を当て、該生物学的粒子からの光を検出する方法
であって、
　上記生物学的粒子からの光を検出する工程と、
　上記フローに振動を与える工程と、
　上記フローとこのフローから分離した液滴を撮像する工程と、
　上記撮影された画像を利用して、ブレークオフポイントとこれに最も近い液滴との間に
形成された、液滴より小さいサテライトドロップの大きさを検出する工程と、
　上記サテライトドロップの大きさに応じて上記振動の大きさを制御する工程を備えたこ
とを特徴とする方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の方法であって、
　サテライトドロップのフロー方向に沿った長さを検出する工程を備えたことを特徴とす
る方法。
【請求項９】
　請求項７に記載の方法であって、
　上記制御工程は、検出された長さに応じて上記振動の大きさを制御することを特徴とす
る方法。
【請求項１０】
　請求項８に記載の方法であって、
　上記制御工程は、サテライトドロップの長さが一定となるように、検出された長さに応
じて上記振動発生器に印加する電圧を制御することにより上記振動の大きさを制御するこ
とを特徴とする方法。
【請求項１１】
　請求項７に記載の方法であって、
　上記制御工程は、上記振動発生器に印加する電圧を制御することにより上記振動の大き
さを制御することを特徴とする方法。
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